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世帯

医
師
を
紹
介
し
ま
す

女性

男性

人口

令和７年（2025年） No.230

５
素晴らしい景観を生かして～町道唐隈線・灯台線開通式～／
医師を紹介します
20周年記念事業で大盛況～第14回じゃがいもまつり～
令和７年度長島町消防団入退団式／新団長あいさつ～門元
氏を任命～
新体制でスタート～長島町農業委員会委員～
各地区の自治公民館長が決定
農業用廃プラスチック類の回収／甲種防火管理新規講習を
実施します
妊婦と家族のファミリー講座／木造住宅の耐震性に係る費
用補助／第十二回特別弔慰金を支給
軽自動車税の減免を行っています／浄化槽の法定検査を受
けましょう
大切な財産守り、暮らしに安心を～地域包括支援センターだ
より～
北薩広域行政事務組合当初予算／エコリア北薩リサイクル
祭りを開催
野鳥のヒナを見つけたら／町長動静
知っ得ボックス
まちの話題
地域おこし協力隊通信
長島文芸／町立図書館のおすすめ
ハッピースマイル～１歳おめでとう～／うぶ声・お悔やみ・お礼
／編集後記
［裏表紙］　うずしおパークの隠れた名スポット

 ４月４日 （金） 15時45分

令和７年４月30日現在 ※（ ）は前月比

4,342 （＋28）

（＋６）

（＋10）

（＋16）

4,755
4,517
9,272

　４月４日、町道唐隈線・
灯台線の開通式がありま
した。２路線に併せて整
備されたポケットパーク
や灯台付近の公園は、夕
日がきれいな長崎鼻灯台
公園の新たな名スポット
となりそうです。

（関連記事＝ P ３）
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医
師
を
紹
介
し
ま
す

素
晴
ら
し
い
景
観
を
生
か
し
て

　
　
　
　
　
～
町
道
唐
隈
線
・
灯
台
線
開
通
式
～

３ ｜  広報ながしま  2025年５月号

長
島
町
の
印
象
は
？

　

一
昨
年
阿
久
根
市
の
出
水
郡

医
師
会
広
域
医
療
セ
ン
タ
ー
に

勤
務
し
て
い
て
、何
度
か
鷹
巣

診
療
所
で
も
勤
務
す
る
機
会
が

あ
り
ま
し
た
。

　

造
形
美
術
展
や
イ
ル
ミ
ネ
ー

シ
ョ
ン
に
遊
び
に
行
く
こ
と
が

あ
り
、そ
の
迫
力
に
感
動
し
た

こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。

　

今
年
の
春
に
着
任
し
た
際
、

サ
ク
ラ
や
道
路
沿
い
の
花
が
と

て
も
き
れ
い
に
咲
い
て
い
て
驚

き
ま
し
た
。飲
食
店
の
食
材
も

種
類
が
豊
富
で
美
味
し
く
、住

民
の
皆
さ
ん
が
丁
寧
に
お
世
話

を
さ
れ
て
い
る
の
だ
な
と
感
じ

ま
し
た
。

着
任
の
抱
負

　

鹿
児
島
大
学
病
院
の
消
化

器
・
乳
腺
甲
状
腺
外
科
に
入
局

し
、い
ろ
い
ろ
な
病
院
で
勤
務

し
て
き
ま
し
た
。

　

昨
年
は
南
さ
つ
ま
市
の
鹿
児

島
県
立
薩
南
病
院
の
外
科
医
と

し
て
勤
務
し
、手
術
や
化
学
療

法
、緩
和
ケ
ア
な
ど
を
行
っ
て

き
ま
し
た
。

　

今
ま
で
と
は
少
し
違
う
種
類

の
医
療
に
携
わ
る
こ
と
に
な
り

ま
す
が
、こ
れ
ま
で
の
病
院
で

得
た
経
験
と
知
識
を
生
か
し
、

さ
ら
に
研
さ
ん
を
積
み
、町
民

の
皆
さ
ん
の
健
康
と
安
心
を
守

れ
る
よ
う
に
努
め
て
い
き
ま

す
。こ
れ
か
ら
ど
う
ぞ
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

鷹
巣
診
療
所
に
４
月
１
日
付
け
で
川
俣
医
師
が
着
任
し
ま
し
た
。

鷹巣診療所医師
川俣　有輝

　

４
月
４
日
、町
道
唐
隈
線
・
灯

台
線
の
道
路
改
良
が
完
成
し
、

開
通
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

地
元
住
民
や
施
工
業
者
な
ど

40
人
が
出
席
し
、テ
ー
プ
カ
ッ

ト
や
記
念
碑
除
幕
で
開
通
を
祝

い
ま
し
た
。

　

こ
の
２
路
線
は
、唐
隈
地
区

か
ら
観
光
名
所
の
長
崎
鼻
灯
台

ま
で
の
延
長
１
０
３
４
㍍
で
幅

は
歩
道
を
含
め
８
・
７
㍍
。灯
台

ま
で
バ
ス
な
ど
の
通
行
が
困
難

だ
っ
た
た
め
、国
の
交
付
金
を

活
用
し
観
光
ル
ー
ト
整
備
と
し

て
事
業
を
進
め
ま
し
た
。

　

入
口
側
の
ポ
ケ
ッ
ト
パ
ー
ク

に
は
灯
台
や
夕
日
を
モ
チ
ー
フ

に
し
た
石
造
り
の
モ
ニ
ュ
メ
ン

ト
を
設
置
。特
産
品
な
ど
の
販
売

を
行
え
る
町
民
が
集
う
ス
ペ
―

ス
と
し
て
も
活
用
で
き
ま
す
。灯

台
付
近
に
整
備
さ
れ
た
公
園
で

は
、東
シ
ナ
海
を
臨
む
夕
日
と
灯

台
を
眺
め
な
が
ら
ブ
ラ
ン
コ
を

楽
し
め
ま
す
。

　

式
で
は
、唐
隈
自
治
公
民
館

の
柏
木
義
郎
館
長
が
「
夏
の
暑

い
日
や
冬
の
寒
い
日
、大
変
な

環
境
の
中
で
素
晴
ら
し
い
モ
ニ

ュ
メ
ン
ト
や
道
路
を
整
備
し
て

い
た
だ
い
た
こ
と
に
感
謝
し
た

い
。景
観
が
素
晴
ら
し
い
灯
台

を
軸
に
子
ど
も
た
ち
に
誇
り
を

持
ち
、帰
っ
て
き
て
も
ら
え
る

よ
う
な
地
元
作
り
を
進
め
て
い

き
た
い
」と
あ
い
さ
つ
し
ま
し

た
。

あいさつする柏木館長あいさつする柏木館長

灯台付近の公園灯台付近の公園 唐隈郷土芸能保存会が傘踊りを披露唐隈郷土芸能保存会が傘踊りを披露

記念碑の除幕記念碑の除幕



20
周
年
記
念
事
業
で
大
盛
況

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
～
第
14
回
じ
ゃ
が
い
も
ま
つ
り
～

新
団
長
あ
い
さ
つ  
～
門
元
氏
を
任
命
～

令
和
７
年
度
長
島
町
消
防
入
退
団
式  

広報ながしま  2025年５月号  ｜　４  

　

27
日
の
じ
ゃ
が
い
も
ま
つ
り

で
は
、９
時
の
開
場
を
前
に
ジ
ャ

ガ
イ
モ
の
詰
め
放
題
や
掘
り
取

り
体
験
の
受
付
テ
ン
ト
前
な
ど

に
参
加
者
が
列
を
な
し
て
に
ぎ

わ
い
ま
し
た
。

　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー

で
、鹿
児
島
い
ず
み
農
業
協
同

組
合
の
京
田
堤
樹
実
行
委
員
長

が
「
美
味
し
い
ジ
ャ
ガ
イ
モ
を

た
く
さ
ん
持
ち
帰
り
、宣
伝
隊

と
し
て
町
の
ジ
ャ
ガ
イ
モ
産
業

を
一
緒
に
盛
り
上
げ
て
ほ
し

い
」と
あ
い
さ
つ
し
開
幕
。メ
イ

ン
ス
テ
ー
ジ
で
は
「
Ｃ
ｈ
ｅ
ｅ

ｓ
ｒ
Ｇ
Ｅ
Ｍ
」と
「
ケ
・
ア
ロ
ハ
」

の
ダ
ン
ス
が
披
露
さ
れ
た
ほ

か
、じ
ゃ
ん
け
ん
マ
ン
の
じ
ゃ

ん
け
ん
大
会
や
か
る
た
取
り
大

会
な
ど
が
催
さ
れ
盛
り
上
が
り

ま
し
た
。

　

詰
め
放
題
に
参
加
し
た
柿

山
蒼そ

ら空
さ
ん
（
薩
摩
川
内
市
）

は
「
詰
め
込
め
る
ス
ペ
ー
ス
が

も
っ
と
あ
っ
た
。作
戦
を
練
っ

て
挑
め
ば
よ
か
っ
た
」と
悔
し

そ
う
な
表
情
を
浮
か
べ
な
が
ら

も
「
フ
ラ
イ
ド
ポ
テ
ト
に
し
て

食
べ
る
の
が
楽
し
み
」と
笑
顔

を
見
せ
ま
し
た
。

　

会
場
に
併
設
す
る
町
農
林
水

産
物
処
理
加
工
施
設
前
で
は
、

20
周
年
記
念
事
業
の
一
環
で

「
牛
丼
ま
つ
り
」も
行
わ
れ
、町
内　

　

４
月
中
旬
か
ら
、ジ
ャ
ガ
イ
モ
収
穫
の
最
盛
期
を
迎
え
た
町
内
で

は
、町
制
施
行
20
周
年
事
業
も
兼
ね
て
、ジ
ャ
ガ
イ
モ
に
関
連
す
る

複
数
の
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

18
日
～
23
日
は
、小
浜
崎
古
墳
公
園
周
辺
の
ほ
場
で
「
掘
り
取
り

ウ
ィ
ー
ク
」を
、20
日
は
、夢
追
い
長
島
花
フ
ェ
ス
タ
会
場
で
「
じ
ゃ
が

い
も
掘
り
取
り
体
験
」を
、27
日
は
、同
会
場
で
「
第
14
回
じ
ゃ
が
い
も

ま
つ
り
」を
行
い
期
間
中
に
約
１
万
８
千
人
の
来
場
者
が
あ
り
ま
し
た
。

ステージを盛り上げたじゃんけんマンステージを盛り上げたじゃんけんマン

ジャガイモ無料配布に集まった来場者ジャガイモ無料配布に集まった来場者

袋いっぱいに袋いっぱいに
「詰め放題」「詰め放題」

家族で美味しく牛丼まつり家族で美味しく牛丼まつり

みんなでじゃんけんみんなでじゃんけん

あいさつするあいさつする
京田委員長京田委員長

掘り取りウィーク掘り取りウィーク「夢追い長島花フェスタ」掘り取り体験「夢追い長島花フェスタ」掘り取り体験

「じゃがいもまつり」掘り取り体験「じゃがいもまつり」掘り取り体験  

産
の
牛
肉
を
使
っ
た
ミ
ニ
牛
丼

千
食
が
振
る
舞
わ
れ
ま
し
た
。牛

丼
を
食
べ
た
内
野
佑ゆ
う
せ
い星
さ
ん（
鹿

児
島
市
）は
「
長
蛇
の
列
に
並
ん

だ
か
い
が
あ
っ
た
。長
島
の
牛
肉

が
好
き
に
な
っ
た
」と
満
足
し
た

表
情
で
し
た
。



新
団
長
あ
い
さ
つ  

～
門
元
氏
を
任
命
～

令
和
７
年
度
長
島
町
消
防
入
退
団
式  

５ ｜  広報ながしま  2025年５月号

　

令
和
７
年
４
月
１
日
付
け
で

長
島
町
消
防
団
長
を
拝
命
し
ま

し
た
門
元
則
文
で
す
。

　

消
防
団
長
と
い
う
職
責
を
全

う
す
る
に
あ
た
り
、も
と
よ
り

微
力
の
身
で
は
あ
り
ま
す
が
、

団
員
の
力
強
い
協
力
を
得
な
が

ら
誠
心
誠
意
努
力
し
て
い
き
ま

す
。

　

大
規
模
化
、多
様
化
す
る
災

害
か
ら
地
域
の
安
全
を
守
る
た

め
に
は
、消
防
力
の
強
化
は
も

ち
ろ
ん
で
す
が
、地
域
防
災
力

の
強
化
が
最
も
重
要
と
な
り
ま

す
。

　

そ
の
中
核
と
な
る
消
防
団

は
、近
年
、団
員
数
の
減
少
や
高

齢
化
が
全
国
的
に
進
行
し
て
お

り
、町
で
も
団
員
数
の
確
保
に

苦く
り
ょ慮
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

出
動
団
員
を
確
保
す
る
た

め
、方
面
隊
体
制
の
確
立
や
消

防
団
応
援
隊
の
創
設
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
施
策
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
が
、今
後
地
域
が
一
体
と

な
っ
た
防
災
力
強
化
を
推
進
す

る
た
め
、消
防
団
に
よ
る
防
災

教
育
の
充
実
や
女
性
の
防
災
分

野
へ
の
積
極
的
な
参
加
を
促
す

機
会
創
出
な
ど
、自
助
・
共
助
の

充
実
に
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

　

も
ち
ろ
ん
町
民
の
皆
さ
ん
の

ご
協
力
な
く
し
て
成
し
え
る
も

の
で
は
な
く
、町
民
や
関
係
機

関
、地
域
、企
業
と
、よ
り
一
層

連
携
を
深
め
て
い
き
ま
す
の

で
、皆
さ
ま
に
も
、こ
れ
ま
で
と

変
ら
ぬ
ご
理
解
と
厚
い
ご
支
援

を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　

４
月
20
日
、町
文
化
ホ
ー
ル
で
長
島
町
消
防
団
の
令
和
７
年
度
入

退
団
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
53
人
が
退
団
し
、43
人
が
入
団
。総
員
２
７
７
人
体
制
で
新

た
な
ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、消
防
団
員
の
辞

令
交
付
や
、長
期
に
わ
た
り
消

防
団
活
動
に
取
り
組
ん
だ
退
団

者
に
感
謝
状
を
贈
呈
し
ま
し

た
。　

　

新
入
団
員
を
代
表
し
て
髙
橋

大た
い
き希
団
員
（
中
央
分
団
）が
「
忠

実
に
消
防
の
任
務
を
遂
行
し
ま

す
」と
力
強
く
宣
誓
し
、門
元
則

文
団
長
（
蔵
之
元
）が
新
体
制

の
幹
部
お
よ
び
新
入
団
員
に
辞

令
を
交
付
し
ま
し
た
。

　

川
添
健
町
長
は
団
員
に
向
け

て
「
関
係
者
に
は
地
域
の
安
心

安
全
の
た
め
尽
力
い
た
だ
い
て

い
る
こ
と
に
感
謝
。町
と
し
て

も
消
防
団
の
教
育
や
資
材
設
備

整
備
の
充
実
を
図
っ
て
い
く
」

と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

退
団
者
を
代
表
し
て
町
口
孝

治
前
団
長
（
小
浜
）が
「
消
防

団
は
地
域
住
民
の
生
命
身
体
お

よ
び
財
産
を
災
害
か
ら
保
護
す

る
任
務
が
あ
る
。退
団
者
一
同

こ
れ
か
ら
も
消
防
団
を
サ
ポ
ー

ト
す
る
。48
年
間
の
活
動
で
は
、

活
動
服
に
袖
を
通
す
た
び
に
身

の
引
き
締
ま
る
思
い
だ
っ
た
。

支
え
て
く
れ
た
関
係
者
に
感
謝

す
る
」と
お
礼
の
言
葉
を
述
べ

ま
し
た
。

感謝状を受け取る町口前団長感謝状を受け取る町口前団長 宣誓する髙橋団員宣誓する髙橋団員 新幹部へ辞令を交付新幹部へ辞令を交付

入退団式で訓示を述べる門元団長入退団式で訓示を述べる門元団長
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新
体
制
で
ス
タ
ー
ト
　
～
長
島
町
農
業
委
員
会
委
員
～

　

令
和
７
年
第
１
回
長
島
町
議

会
定
例
会
で
15
人
が
長
島
町
農

業
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
い

て
同
意
さ
れ
、４
月
１
日
、川
添

町
長
か
ら
辞
令
が
交
付
さ
れ
ま

し
た
。

　

同
日
、第
１
回
農
業
委
員
会

臨
時
総
会
が
開
催
さ
れ
、会
長

に
飯
田
満
穗
氏
が
、副
会
長
に

飯
尾
輝
伸
氏
が
選
出
さ
れ
ま
し

た
。

　

委
員
の
任
用
期
間
は
令
和
10

年
３
月
31
日
ま
で
の
３
年
間
で

す
。今
回
、任
命
さ
れ
た
委
員
を

次
の
と
お
り
紹
介
し
ま
す
。

脇田　恵子
（70 歳）蔵之元

坂口　るみ
（65 歳）山中

中村　雅洋
（49 歳）川内

𠮷川　秀記
（73 歳）潟

海江田美治
（72 歳）西

瀨戸口恭子
（64 歳）浦底

山口　新一
（74 歳）母良木

立野　　望
（73 歳）山門野

児玉　任光
（72 歳）川床中

飯尾　輝伸
（56 歳）城川内

飯田　満穗
（69 歳）本浦

池元　勇𠮷
（71 歳）片側

枦元　真二
（43 歳）川床上

有馬　清章
（62 歳）蔵之元

川　　　一
（76 歳）福ノ浦



７　｜  広報ながしま  2025年５月号

各
地
区
の

　
　
　
自
治
公
民
館
長
が
決
定

大
字
区
分

新

行
政
区

氏

名

山
門
野

●

田

尻

樫
谷
　
志
郎

火
ノ
浦

火
之
浦
　
勝

山
門
野

立
野
　
　
望

加
世
堂

加
世
堂
照
男

川

床

川
床
下

久
保
五
十
六

川
床
中

兒
玉
　
修
二

川
床
上

竹
本
　
浩
憲

●

小

坂

𠮷
鶴
　
　
伸

杉
ノ
段

平
通
　
清
治

梅
ノ
木
山

小
城
　
久
義

牧

𠮷
岡
　
良
一

川

床

市
来
崎

崎
迫
　
正
一

脇

崎

宮
下
　
満
信

●

塩

追

宮
崎
　
一
彦

鷹

巣

●

赤

崎

赤
嵜
　
　
清

山

寺

建
山
　
栄
智

上

揚

諏
訪
　
公
弘

●

野

中

東
條
　
義
昭

菅
牟
田

　
口
　
拓
郎

●

山

中

畠
中
　
　
保

本

町

牧
　
　
圭
三

●

西

中
村
　
国
治

●

矢

堂

杉
元
　
亮
一

宮
ノ
浦

平
野
　
利
夫

伊

唐

丸
橋
　
松
志

浦

底

●

浦

底

立
山
　
茂
盛

福
ノ
浦

岩
塚
　
一
也

桂

代

川
田
　
　
誠

三

船

川
端
　
澄
弘

諸

浦

薄

井

竹
島
　
憲
和

●

白

瀬

原
田
　
政
博

●

本

浦

白
石
　
幹
男

●

葛

輪

前
田
　
俊
治

獅
子
島

片

側

小
林
　
豊
樹

御
所
ノ
浦

島
田
　
恒
行

湯
ノ
口

湯
元
　
　
刷

幣

串

池
田
　
守
彦

平

尾

平
尾
中
南

諏
訪
　
孝
久

母
良
木

山
﨑
　
友
喜

藤
之
元

田
渕
　
賢
吾

萩
之
牟
礼

井
手
　
道
夫

茅

屋

田
浦
　
美
次

浜

漉

江
口
　
五
夫

北
方
崎

瀨
﨑
　
公
大

犬
鹿
倉

小
川
　
広
幸

蔵
之
元

蔵
之
元

二
階
堂
　
徹

小

浜

町
田
　
清
浩

指

江

指

江

濵
﨑
慎
二
郎

川

内

小
川
　
武
男

城
川
内

城
川
内

林
　
　
幸
弘

唐

隈

柏
木
　
義
郎

下
山
門
野

広

野

山
下
　
義
久

潟

𠮷
川
　
秀
記

●

汐

見

濵
田
　
照
幸

馬

込

濵
田
　
敬
三

　
令
和
７
年
度
長
島
町
自
治
公
民
館
長
会
議
が
４
月
21

日
、
町
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
で
あ
り
ま
し
た
。

　
会
議
に
は
、
町
内
55
地
区
の
自
治
公
民
館
長
が
出
席

し
、
川
添
町
長
か
ら
施
政
方
針
に
沿
っ
て
の
あ
い
さ
つ

が
あ
り
、
担
当
課
長
か
ら
行
政
の
業
務
内
容
な
ど
に
つ

い
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　
各
地
区
の
自
治
公
民
館
長
は
次
の
と
お
り
で
す
。



広報ながしま  2025年５月号  ｜　８  

甲
種
防
火
管
理
新
規
講
習
を
実
施
し
ま
す

・ 

J
　

A
長
島
馬
鈴
薯
選
果
場

・
田
尻
自
治
公
民
館

・
小
浜
漁
港

・
平
尾
サ
メ
シ
マ
フ
ー
ズ
駐
車
場

・
J
A
東
馬
鈴
薯
選
果
場

・
伊
唐
港

回

収

場

所

 

6
月
13
日
（
金
）

 

6
月
12
日
（
木
）

 

6
月
11
日
（
水
）

回

収

日

午前８時～ 10 時 時
間

回

収

品

目

農
業
用
ポ
リ
フ
ィ
ル
ム
・
ビ
二
ー
ル
・
農
薬
使
用
済
み
袋

（
ポ
リ
容
器
含
む
）・
肥
料
袋

回
収
費
：
40
円
／
㌔

農
業
用
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
の
回
収

　　
使
用
済
み
農
業
用
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
類
な
ど
は
、
産
業
廃
棄
物
で
す
。

　
こ
れ
ら
の
処
理
に
つ
い
て
は「
使

用
し
た
農
家
自
ら
の
責
任
で
正
し

く
処
理
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

と
法
律
で
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
農
業
用
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
の

回
収
を
次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

回
収
方
法
に
従
い
、
最
寄
り
の
回

収
場
所
に
持
ち
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
を
搬
入
す

る
際
は
「
産
業
廃
棄
物
積
載
車
」

と
表
示
す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら

れ
て
い
ま
す
。
車
両
の
側
面
に
マ

グ
ネ
ッ
ト
シ
ー
ト
を
貼
っ
て
く
だ

さ
い
。

※
伊
唐
地
区
は
伊
唐
港
で
測
量

し
、
伊
唐
島
側
の
大
橋
手
前
駐
車

場
で
回
収
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　
役
場
農
政
課
農
政
係

　
☎（
86
）１
１
３
６［
直
通
］

〇
農
ポ
リ・
ビ
ニ
ー
ル
の
梱
包

　
約
１
㍍
間
隔
に
杭
な
ど
を
打
ち
、
ビ

ニ
ー
ル
を
巻
き
つ
け
ま
す
。
１
梱
包
10

㌔
程
度
と
し
、
３
箇
所
を
結
束
し
ま
す
。

※
同
じ
フ
ィ
ル
ム
で
縛
り
、
土
や
砂
、

そ
の
他
の
異
物
を
取
り
除
き
ま
す
。

〇
農
薬
使
用
済
み
容
器

（
紙
袋
ま
た
は
ポ
リ
）
の
回
収

　
農
業
用
ポ
リ
容
器
は
水
で
洗
浄
し

ラ
ベ
ル
を
は
が
し
て
く
だ
さ
い
。

※
ラ
ベ
ル
を
は
が
し
て
い
な
い
ポ
リ
容

器
は
回
収
で
き
ま
せ
ん
。

※
農
薬
の
廃
袋
は
水
で
洗
浄
し
て
く

だ
さ
い
。

〇
肥
料
袋
の
梱
包

　
同
じ
種
類
の
袋
を
２
つ
折
に

し
て
重
ね
て
合
わ
せ
ま
す
。
肥

料
袋
で
作
っ
た
ひ
も
で
十
文
字

に
結
束
し
ま
す
。

※
ひ
も
以
外
の
肥
料
袋
な
ど
で

結
束
さ
れ
た
も
の
は
、
回
収
で

き
ず
、
持
ち
帰
り
と
な
り
ま
す
。

【
正
し
い
例
】

【
悪
い
例
】

↓↓

　
消
防
法
第
８
条
第
１
項
で
規
定
す

る
防
火
管
理
者
の
資
格
取
得
講
習
を

実
施
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　
阿
久
根
地
区
消
防
組
合

　
東
分
遣
所

　
☎（
86
）０
１
１
９［
直
通
］

　
長
島
分
遣
所

　
☎（
88
）５
３
３
３［
直
通
］

〇
講
習
日
時

　
７
月
22
日（
火
）・
23
日（
水
）

　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

〇
講
習
場
所

　
風
テ
ラ
ス
あ
く
ね

　
（
阿
久
根
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
）交
流
室
１・２

〇
募
集
人
員　
30
人

※
受
付
期
間
中
で
あ
っ
て
も
、定
員
に
達
し
次
第
締
め
切
り
ま
す

〇
受
講
申
込
受
付
期
間

　
６
月
23
日（
月
）
～
７
月
４
日（
金
）

〇
受
講
料

　
３
３
０
０
円（
テ
キ
ス
ト
代
含
む
）

〇
対
象
者

　
阿
久
根
市
内
ま
た
は
長
島
町
内
に
居
住
さ
れ
て
い
る
か
た
、事
業
所
な

ど
に
勤
務
さ
れ
て
い
る
か
た



問
い
合
わ
せ
先

　
役
場
町
民
保
健
課
保
健
予
防
係　
　
　

　
☎︎（
86
）１
１
５
７［
直
通
］

妊
婦
と
家
族
の
フ
ァ
ミ
リ
ー
講
座

〇
日
時　

※
２
回
コ
ー
ス
で
行
い
ま
す

が
、
ど
ち
ら
か
だ
け
の
参
加
も

可
能
で
す

・
１
回
目

　
５
月
27
日（
火
）　

　
午
後
１
時
～
４
時
頃
ま
で

・
２
回
目

　
６
月
３
日（
火
）

　
午
後
１
時
～
４
時
頃
ま
で

〇
場
所

　
町
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

〇
持
ち
物

　
母
子
健
康
手
帳

〇
参
加
料　
　

　
無
料

〇
内
容

　
妊
娠
・
出
産
・
育
児
に
関
す

る
知
識
や
方
法
な
ど
、
妊
婦
さ

ん
や
ご
家
族
の
質
問
や
相
談
に

応
え
ま
す
。

　
講
師
に
は
経
験
豊
富
な
助
産

師
を
迎
え
、
妊
娠
中
に
摂
り
た

い
栄
養
素
を
含
ん
だ
食
事
の
試

食
や
、
沐
浴
体
験
な
ど
が
あ
り

ま
す
。

※
内
容
の
詳
細
は
個
別
通
知
し

ま
す
。

※
体
調
が
す
ぐ
れ
な
い
場
合

は
、
参
加
を
お
控
え
く
だ
さ
い

　
町
で
は
、
赤
ち
ゃ
ん
た
ち
が
元
気

で
健
康
に
育
つ
よ
う
、
そ
し
て
家
族

が
出
産
・
育
児
を
安
心
し
て
迎
え
ら

れ
る
よ
う
に
フ
ァ
ミ
リ
ー
講
座
を
開

催
し
て
い
ま
す
。

　

町
内
で
は
、
年
間
約
70
人
の
赤

ち
ゃ
ん
が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。
初
め

て
の
妊
娠
の
か
た
も
２
回
目
以
降
の

妊
娠
の
か
た
も
、
同
じ
頃
に
出
産
を

迎
え
る
妊
婦
さ
ん
た
ち
と
一
緒
に
学

ん
だ
り
語
り
合
っ
た
り
し
て
、
お
友

達
に
な
り
ま
せ
ん
か
。
妊
婦
さ
ん
だ

け
で
な
く
、
子
や
孫
を
迎
え
る
家
族

も
一
緒
に
ど
う
ぞ
。
ま
た
、
両
日
と

も
保
育
で
き
る
ス
タ
ッ
フ
が
お
り
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
お
子
様
連
れ
で
お
越

し
く
だ
さ
い
。

９ ｜  広報ながしま  2025年５月号

木
造
住
宅
の
耐
震
性
に
係
る
費
用
補
助

第
十
二
回
特
別
弔
慰
金

　
　
　

 　
　
を
支
給

問
い
合
わ
せ
先

　
役
場
建
設
課
建
築
係

　
☎（
86
）１
１
３
２［
直
通
］

　
町
で
は
、現
在
の
建
築
基
準
法
に

規
定
さ
れ
て
い
る
木
造
住
宅
の
耐
震

性
能
を
満
た
し
て
い
な
い
可
能
性
が

あ
る
昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
建

て
ら
れ
た
木
造
住
宅
の
耐
震
診
断
の

費
用
、耐
震
改
修
工
事
の
費
用
の
一

部
を
補
助
し
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

〇
補
助
金
額

・
耐
震
診
断　

　
耐
震
診
断
費
用
の
３
分
の
２

　
（
１
棟
当
た
り
限
度
額
６
万
円
）

・
耐
震
改
修
工
事

　
耐
震
改
修
工
事
費
用
の
１
０
０
分
の
23　

　
（
１
棟
当
た
り
限
度
額
30
万
円
）

〇
条
件

・
長
島
町
木
造
住
宅
耐
震
診
断
補
助
金
交
付
要
綱
に
定
め
る
基
準
を
満
た

す
こ
と

・
町
税
な
ど
の
滞
納
が
な
い
こ
と

・
耐
震
診
断
技
術
者
に
よ
り
行
わ
れ
る
耐
震
診
断
で
あ
る
こ
と

・
耐
震
改
修
工
事
に
つ
い
て
は
耐
震
診
断
に
よ
り
規
定
の
数
値
以
下
の

構
造
耐
力
で
あ
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

〇
注
意
事
項

・
申
請
し
た
場
合
で
も
、必
ず
実
施
で
き
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん

・
事
業
の
協
議
後
、次
年
度
以
降
の
実
施
と
な
り
ま
す

・
建
築
物
の
詳
細
が
わ
か
る
官
公
署
の
発
行
し
た
書
類
の
写
し
が
必
要

で
す

　
戦
没
者
な
ど
遺
族
の
代
表
者
一
人

に
特
別
弔
慰
金
を
支
給
し
ま
す
。

〇
支
給
対
象
者

　
令
和
７
年
４
月
１
日
に
お
い
て
、

戦
没
者
な
ど
に
係
る
公
務
扶
助
料
、

遺
族
年
金
な
ど
の
年
金
給
付
を
受
け

る
権
利
者
が
い
な
い
遺
族
の
う
ち
、

代
表
者
１
人
。

※
「
遺
族
」
と
は
、
戦
没
者
な
ど
の

死
亡
当
時
に
既
に
生
ま
れ
て
い
た
遺

族
（
子
は
戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
の

胎
児
を
含
む
。）
で
、
三
親
等
内
親

族
に
限
ら
れ
、
法
律
に
よ
り
支
給
順

位
や
要
件
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

〇
支
給
内
容　

　
額
面
27
万
５
千
円
、
５
年
償
還
の

記
名
国
債

〇
請
求
期
間

  

４
月
１
日
～
令
和
10
年
３
月
31
日

（
請
求
期
間
を
過
ぎ
る
と
第
十
二
回

特
別
弔
慰
金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

な
く
な
り
ま
す
。）

問
い
合
わ
せ
先

　
役
場
福
祉
事
務
所
社
会
福
祉
係

　
☎（
86
）１
１
４
６［
直
通
］



広報ながしま  2025年５月号  ｜　10  

浄
化
槽
の
法
定
検
査
を
受
け
ま
し
ょ
う

　
浄
化
槽
は
生
活
排
水
を
浄
化
し
、

き
れ
い
な
水
に
し
て
流
す
こ
と
が
で

き
る
装
置
で
す
。

　
浄
化
槽
の
使
用
者
は
保
守
点
検
や

清
掃
と
は
別
に
、
機
能
が
正
常
に
維

持
さ
れ
て
い
る
か
を
確
認
す
る
法
定

検
査
が
法
律
で
義
務
付
け
ら
れ
て
い

ま
す
。

　
検
査
は
（
公
財
）
鹿
児
島
県
環
境

保
全
協
会
の
検
査
員
が
行
い
ま
す
。

こ
の
う
ち
定
期
検
査
は
４
年
に
１
度

の
基
本
検
査
と
、
４
年
に
３
回
の
採

水
検
査
を
行
い
ま
す
。

　
検
査
対
象
と
な
っ
た
浄
化
槽
の
使

用
者
に
は
、
事
前
に
日
程
通
知
が
あ

り
ま
す
の
で
必
ず
受
検
し
ま
し
ょ

う
。問い合わせ先

・役場水道課下水道係
　☎ （86）１１１４ ［直通］

・（公財）鹿児島県環境保全協会
　☎ ０９９ （２９６）９０００ ［直通］

・鹿児島県生活排水対策室
　☎ ０９９ （２８６）３６８５ ［直通］

検査手数料について（一般家庭５～ 10 人槽）

採水検査員
基本検査

（ガイドライン検査）
ー

3,000 円
5,000 円 合併浄化槽

4,000 円 単独浄化槽
法定検査の様子法定検査の様子

軽
自
動
車
税
の
減
免

　
を
行
っ
て
い
ま
す

　
町
で
は
、
身
体
障
が
い
者
な
ど
の

た
め
に
使
用
さ
れ
る
軽
自
動
車
な
ど

に
つ
い
て
、軽
自
動
車
税
（
種
別
割
）

の
減
免
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
令
和
６
年
度
に
減
免
を
受
け
た
か

た
で
、
申
請
し
た
内
容
に
変
更
が
な

い
場
合
、
減
免
が
継
続
さ
れ
ま
す
の

で
、
申
請
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
運
転
者
の
変
更
や
免
許
証
の
更
新

な
ど
申
請
内
容
に
変
更
が
あ
る
場
合

は
、
納
期
限
ま
で
に
再
度
、
申
請
が

必
要
で
す
。

※
令
和
７
年
４
月
１
日
ま
で
に
身
体

障
が
い
者
手
帳
な
ど
の
交
付
を
受
け

て
い
る
か
た
が
対
象
で
す
。

※
自
動
車
税
（
県
税
）
と
の
減
免
の

併
用
は
で
き
ま
せ
ん
。

〇
申
請
期
限

　
６
月
２
日
（
月
）

問
い
合
わ
せ
先

　
役
場
税
務
課
軽
自
動
車
税
係

　
☎（
86
）１
１
７
２［
直
通
］

減免対象となる軽自動車税 必要書類

〇社会福祉法人が所有し、社会福祉事業を行うため

に直接使用するもの

〇特定非営利活動法人などが所有し、福祉サービス

等公益的な活動のために直接使用するもの

・車検証

・団体、法人等の規約、定款の写し

・自動車運行状況書（他の用途にも使用する場合、

提出が必要です。）

①身体障がい者、精神障がい者または知的障がい者

のかたが所有するもの

② 18 歳未満の身体障がい者や精神障がい者、知的

障がい者と生計を一つにするかたが所有するもの

※障がいの内容や等級によっては減免が受けられな

い場合があります。

・軽自動車税納付書または口座振替用納税通知書

・マイナンバーカード（納税義務者）

・運転免許証またはマイナ免許証（運転するかた）

・車検証（車検のない原付などは除く。）

・障害者手帳

・入院証明書、通所証明書（該当のかたのみ）

〇車の構造が身体障がい者などの利用に供するため

のもの（車いす移動車など）

・上記、必要書類及び仕様書、写真など構造につい

て確認できる資料
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大
切
な
財
産
を
守
り
、
暮
ら
し
に
安
心
を

　
　
　
　
～
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り
～

【答え】

　
　
　

□の中に入る文字を答えましょう。

①　□い□い
　　□□ぬき
　　□□ろあ
　　さ□い□る

【
特
に
こ
ん
な
高
齢
者
の
ト
ラ
ブ
ル
が
あ
り
ま
す
】

〇
突
然
の
訪
問
や
電
話
勧
誘

　
「
健
康
に
な
る
」
と
言
い
、
高
額
な
商
品
を
売
り
つ

け
る

　
「
無
料
点
検
」
と
言
っ
て
近
づ
き
、
不
安
を
煽
っ
て

高
額
な
契
約
を
迫
る

〇
孤
独
に
つ
け
込
む
悪
質
商
法

　
親
し
く
な
っ
た
あ
と
、
高
額
な
商
品
を
売
り
つ
け
る

〇
身
に
覚
え
が
な
い
請
求

　
架
空
の
請
求
書
を
送
り
つ
け
、
支
払
い
を
要
求
す
る

〇
複
雑
な
保
険
内
容
を
十
分
に
説
明
し
な
い

　
高
齢
者
に
は
理
解
が
難
し
い
専
門
用
語
を
多
用
し
た
り
、
重
要
な
情
報

を
曖
昧
に
し
た
り
す
る

《
詐
欺
で
は
な
い
け
れ
ど
こ
こ
が
問
題
》

　
必
ず
し
も
嘘
の
説
明
や
意
図
的
な
騙だ
ま
し
と
は
言

え
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
高
齢
者
の

判
断
や
理
解
力
が
十
分
で
な
い
状
況
に
つ
け
込

み
、
本
人
の
意
向
や
経
済
状
況
に
合
わ
な
い
保
険

契
約
を
結
ば
せ
て
し
ま
う
こ
と
が
問
題
で
す

　
近
年
、
高
齢
者
を
狙
っ
た
詐
欺
や

金
銭
の
ト
ラ
ブ
ル
が
町
内
で
も
増
え

て
い
ま
す
。

　

詐
欺
や
ト
ラ
ブ
ル
の
傾
向
を
学

び
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
大
切

な
財
産
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

　
５
月
は
消
費
者
月
間
で
す
。
消
費

者
一
人
ひ
と
り
が
自
ら
の
権
利
を
守

り
、
安
全
で
安
心
な
消
費
生
活
を
送

る
た
め
の
大
切
な
機
会
で
す
。
高
齢

者
が
悪
質
な
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
に
遭

わ
な
い
よ
う
、
地
域
全
体
で
注
意
喚

起
を
行
い
、
見
守
り
体
制
を
強
化
し

ま
し
ょ
う
。
も
し
ト
ラ
ブ
ル
に
遭
っ

て
し
ま
っ
た
ら
、
一
人
で
悩
ま
ず
、

す
ぐ
に
「
消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」

局
番
な
し
の
「
１
８
８
」
へ
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

【
高
齢
者
が
特
に
狙
わ
れ
や
す
い
理
由
】

・
判
断
力
や
理
解
力
が
低
下
し
て
い
る
場
合
が
あ
る

・
社
会
と
の
つ
な
が
り
が
少
な
く
、
相
談
で
き
る
人
が
少
な
い

・
財
産
を
持
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
て
い
る

・
不
安
を
感
じ
や
す
く
、
相
手
を
信
用
し
や
す
い

問い合わせ先
役場介護環境課地域包括係

☎（86）１１５３ ［直通］

【
被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
の
注
意
点
】

・
き
っ
ぱ
り
断
る
勇
気
を
持
ち
ま
し
ょ
う   

・
そ
の
場
で
す
ぐ
に
契
約
し
な
い

・
個
人
情
報
を
安
易
に
教
え
な
い

・
電
話
や
訪
問
で
の
勧
誘
は
警
戒
し
ま
し
ょ
う

・
少
し
で
も
怪
し
い
と
思
っ
た
ら
、
家
族
や
周
り
の
人
に
相
談
し
ま
し
ょ
う

・
無
料
や
お
得
な
話
に
は
裏
が
あ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す

・
契
約
内
容
を
し
っ
か
り
確
認
し
、
納
得
で
き
な
い
場
合
は
サ
イ
ン
し
な
い

【
家
族
や
周
り
の
か
た
へ
の
お
願
い
】

・
高
齢
者
を
見
守
り
、
声
を
か
け
ま
し
ょ
う

・
不
審
な
電
話
や
訪
問
が
あ
っ
た
場
合
は
、
情
報
提
供
を
お
願
い
し
ま
す

・
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
相
談
窓
口
を
伝
え
て
お
き
ま
し
ょ
う

②　□□く
　　し□と□
　　ぬ□ぐす□
　　□き□ょう

①ば　②り



歳出
10億 1710万７千円

　

北
薩
広
域
行
政
事
務
組
合
議
会

の
令
和
７
年
度
第
１
回
定
例
会
に

お
い
て
、
令
和
７
年
度
当
初
予
算

が
議
決
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
そ
の

概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

〇
歳
入

　

主
な
も
の
は
、
各
市
町
村
か
ら

の
負
担
金
や
ス
ト
ッ
ク
ヤ
ー
ド
整

備
事
業
に
対
す
る
国
庫
補
助
金
や

組
合
債
、
使
用
料
（
じ
ん
か
い
処

理
場
使
用
料
な
ど
）、
鉄
、
ア
ル
ミ

な
ど
の
売
り
払
い
収
入
で
す
。

〇
歳
出

　
主
な
も
の
は
、じ
ん
か
い
（
ご
み
）

や
リ
サ
イ
ク
ル
、
し
尿
処
理
経
費

な
ど
の
衛
生
費
、
組
合
の
統
括
事

務
に
要
す
る
経
費
で
あ
る
総
務
費
、

介
護
認
定
審
査
、
障
が
い
支
援
区

分
認
定
審
査
判
定
業
務
の
経
費
で

あ
る
民
生
費
で
す
。

【組合債】
5250 万円

【使用料および手数料】【使用料および手数料】
5996 万３千円5996 万３千円

【国庫支出金】
2436 万６千円

【財産収入・諸収入】【財産収入・諸収入】
3121 万５千円3121 万５千円

【【分担金および負担金】分担金および負担金】
８億 4906 万３千円８億 4906 万３千円
内訳内訳
長島町負担金・・・・・１億 2406万３千円
阿久根市負担金・・・・２億 1688 万２千円
出水市負担金・・・・・５億　726 万８千円
地方交付税分・・・・・・・・   　　　  85 万円

【総務債】
6829 万４千円

【民生債】
6149 万７千円

【議会費・公債費・予備費】
352 万円

【衛生費】
８億 8379 万６千円

長島町・阿久根市・出水市の合計人口
77,504 人（令和７年４月１日現在）

住民１人あたりに使われるお金
13,123 円

内訳
じんかい処理費・・・・6,042 円　　　
リサイクル処理費・・・2,927 円　　　　　
し尿処理費・・・・・・2,434 円

総務費・・・・ ・881 円
民生費・・・・・794 円
議会費ほか・・・   45 円

歳入
10億 1710万７千円

〇
展
示
・
応
募
期
間

　
５
月
26
日（
月
）～
６
月
１
日（
日
）

〇
定
休
日

　
土
曜
・
日
曜
日

〇
開
催
場
所

　
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
エ
コ

リ
ア
北
薩

（
出
水
市
野
田
町
上
名
６
４
９
９
番
地
９
）

北
薩
広
域
行
政
事
務
組
合
当
初
予
算

問
い
合
わ
せ
先

　
北
薩
広
域
行
政
事
務
局
組
合
総
務
課

　
☎
（
68
）
８
８
５
４
［
直
通
］

　
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
エ
コ
リ
ア

北
薩
で
は
、
リ
サ
イ
ク
ル
品
を
抽
選

に
よ
り
引
き
渡
す
リ
サ
イ
ク
ル
祭
り

を
開
催
し
ま
す
。

　
希
望
さ
れ
る
か
た
は
、
期
間
内
に

エ
コ
リ
ア
北
薩
で
リ
サ
イ
ク
ル
品
を

確
認
し
、
応
募
用
紙
に
記
入
し
て
下

さ
い
。
後
日
抽
選
に
よ
り
引
き
渡
し

が
決
定
し
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
北
薩
広
域
行
政
事
務

組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
に
な
る

か
、
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
エ
コ
リ

ア
北
薩
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

エ
コ
リ
ア
北
薩

リ
サ
イ
ク
ル
祭
り
を
開
催

問
い
合
わ
せ
先

　
北
薩
広
域
行
政
事
務
局
組
合

　
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー

　
☎
（
84
）
４
１
１
１
［
直
通
］

広報ながしま  2025年５月号  ｜　12  
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１
日（
火
）

２
日（
水
）

４
日（
金
）

５
日（
土
）

７
日（
月
）

８
日（
火
）

11
日（
金
）

14
日（
月
）

17
日（
木
）

18
日（
金
）

20
日（
日
）

21
日（
月
）

22
日（
火
）

23
日（
水
）

25
日（
金
）

27
日（
日
）

29
日（
火
） 辞

令
交
付
式
（
役
場
）

全
体
朝
礼
（
町
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
）

農
業
委
員
会
委
員
辞
令
交
付
式
（
役
場
）

北
薩
３
消
防
本
部
通
信
指
令
セ
ン
タ
ー
開
所
式（
薩
摩
川
内
市
）

Ｍ
Ｂ
Ｃ
黒
之
瀬
戸
大
橋
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
（
役
場
）

町
道
唐
隈
線
・
灯
台
線
開
通
式
（
唐
隈
）

九
州
和
ハ
ー
ブ
サ
ミ
ッ
ト
（
日
本
マ
ン
ダ
リ
ン
セ
ン
タ
ー
）

商
品
券
販
売
開
始
（
町
商
工
会
）

小
学
校
入
学
式
（
蔵
之
元
小
学
校
）

中
学
校
入
学
式
（
長
島
中
学
校
）

転
入
学
校
職
員
宣
誓
式
（
指
江
支
所
）

門
元
則
文
町
消
防
団
長
辞
令
交
付
式
（
役
場
）

出
水
地
域
開
発
促
進
協
議
会
監
査

県
土
木
部
へ
の
県
事
業
要
望
（
鹿
児
島
市
）

花
フ
ェ
ス
タ
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会（
川
床
コ
ミ
ュ
テ
ィ
運
動
場
）

市
町
村
社
会
基
盤
整
備
推
進
協
議
会
定
期
総
会
（
鹿
児
島
市
）

鹿
児
島
県
高
規
格
幹
線
道
路
建
設
促
進
協
議
会
総
会（
鹿
児
島
市
）

町
消
防
団
入
退
団
式
（
町
文
化
ホ
ー
ル
）

自
治
公
民
館
長
会
議
（
町
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
）

全
国
簡
易
水
道
協
議
会
九
州
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
（
鹿
児
島
市
）

鹿
児
島
大
学
水
産
学
部
と
の
包
括
連
携
に
関
す
る
調
印
式（
役
場
）

町
ス
ポ
ー
ツ
協
会
評
議
員
会
（
町
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
）

じ
ゃ
が
い
も
ま
つ
り
（
サ
ン
セ
ッ
ト
の
丘
周
辺
）

獅
子
島
招
魂
祭
・
つ
つ
じ
祭
り
（
獅
子
島
）

野
鳥
の
ヒ
ナ
を
見
つ
け
た
ら

ヒ
ナ
を
発
見
し
た
ら
？

詳
し
く
は
こ
ち
ら

窓
口
の
連
絡
先

一
覧
は
こ
ち
ら

　
町
に
は
、
春
か
ら
夏
に
か
け
て
野

鳥
の
ヒ
ナ
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
が

多
数
寄
せ
ら
れ
ま
す
。

　
野
鳥
は
「
鳥
獣
の
保
護
及
び
管
理

並
び
に
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法

律
（
鳥
獣
保
護
法
）」
に
よ
っ
て
、

国
や
都
道
府
県
な
ど
の
許
可
を
得
る

こ
と
な
く
捕
ま
え
て
は
い
け
ま
せ

ん
。
身
近
に
い
る
ス
ズ
メ
で
も
捕
ま

え
て
飼
う
こ
と
は
法
律
違
反
で
す
。

野
鳥
は
あ
く
ま
で
も
野
生
動
物
な
の

で
、
距
離
を
お
い
て
見
守
っ
て
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　
役
場
耕
地
林
務
課
林
務
係

　
☎︎（
86
）１
１
５
９［
直
通
］

　
北
薩
地
域
振
興
局
林
務
係

　
☎（
25
）５
５
０
９
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土
壌
検
査
を
し
ま
せ
ん
か

　
バ
レ
イ
シ
ョ
栽
培
で
、出し
ゅ
つ
が芽
や
生
育
が
悪

い
畑
を
対
象
に
、土
壌
の
検
査
を
行
い
ま
す
。　

　
検
査
の
結
果
を
作
成
し
て
返
却
し
ま
す
の

で
、検
査
を
希
望
す
る
か
た
は
所
定
の
場
所

に
土
壌
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
各
家
庭
に
配
布
し
て
い
る「
土

壌
検
査
の
お
知
ら
せ
」を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
役
場
農
政
課
農
政
係

　
☎（
86
）１
１
３
６［
直
通
］

自
然
公
園
の
許
可
・
届
け
出

　
雲
仙
天
草
国
立
公
園
区
域
内
で
、自
然
公

園
法
に
基
づ
い
て
規
制
さ
れ
て
い
る
次
の
行

為
な
ど
は
、事
前
に
環
境
大
臣
の
許
可
ま
た

は
届
け
出
が
必
要
で
す
。

・
工
作
物
の
新
築
、改
築
、増
築

・
木
竹
の
伐
採

・
鉱
物
の
掘
採
、土
石
の
採
取

・
広
告
物
の
設
置
な
ど

・
環
境
大
臣
が
指
定
す
る
物
の
集
積

・
土
地
の
開
墾
・
形
状
変
更

・
屋
根
、壁
面
、塀
な
ど
の
色
彩
変
更　

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
役
場
水
産
景
観
課
商
工
観
光
係

　
☎（
86
）１
１
３
７［
直
通
］

労
働
保
険
年
度
更
新

　
令
和
７
年
４
月
か
ら
雇
用
保
険
率
が
変
更

さ
れ
て
い
ま
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で「
雇

用
保
険
率　
変
更
」を
検
索
し
て
く
だ
さ
い
。

　
鹿
児
島
労
働
局
か
ら
送
付
さ
れ
る
申
告
書

お
よ
び
納
付
書
で
労
働
保
険
年
度
更
新
の
期

間
内
申
告
・
納
付
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
鹿
児
島
労
働
局
労
働
保
険
徴
収
室

　
☎
０
９
９（
２
２
３
）８
２
７
６

税
務
署
職
員
採
用
試
験

　

人
事
院
九
州
事
務
局
と
熊
本
国
税
局
で

は
、税
務
職
員
採
用
試
験（
高
卒
程
度
）の
受

験
者
を
募
集
し
ま
す
。
採
用
時
は
、全
員
が

税
務
大
学
校
に
入
校
し
、１
年
間
税
務
職
員

と
し
て
必
要
な
専
門
知
識
を
修
得
す
る
た
め

の
研
修
を
受
講
し
、税
務
署
に
配
属
さ
れ
、国

税
の
仕
事
に
従
事
し
ま
す
。
詳
細
は
人
事
院

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
閲
覧
で
き
ま
す
。

〇
申
込
受
付
期
間

　
６
月
13
日（
金
）
～
25
日（
水
）　

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
人
事
院
九
州
事
務
局

　
☎
０
９
２（
４
３
１
）７
７
３
３

　
熊
本
国
税
局
人
事
第
二
課
試
験
研
修
係

　
☎
０
９
６（
３
５
４
）６
１
７
１

宮
之
城
高
等
技
術
専
門
校
訓

練
生
募
集

　
県
で
は
、離
職
者
な
ど
の
再
就
職
支
援
と

し
て
パ
ソ
コ
ン
・
基
礎
科
の
訓
練
生
を
募
集

し
ま
す
。　

〇
訓
練
内
容

　
パ
ソ
コ
ン
の
基
礎
的
な
知
識
を
学
び
、Ｉ

Ｔ
技
術
を
習
得
し
、基
本
的
な
ビ
ジ
ネ
ス
ス

キ
ル
を
身
に
つ
け
ま
す
。

〇
応
募
資
格

　
雇
用
保
険
受
給
者
資
格
者（
優
先
）ま
た
は
再

就
職
の
意
欲
が
高
く
、ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
求
職

登
録
し
、受
講
推
薦
な
ど
が
受
け
ら
れ
る
か
た

〇
募
集
期
限

　
６
月
９
日（
月
）

〇
定
員

　
22
人

〇
選
考
試
験

　
６
月
19
日（
木
）午
前
９
時
ま
で
に
集
合

〇
選
考
場
所

　
県
立
宮
之
城
高
等
技
術
専
門
校　

〇
訓
練
期
間

　
７
月
３
日（
木
）
～
10
月
２
日（
木
）

〇
訓
練
場
所

　
出
水
共
同
高
等
職
業
訓
練
校

〇
受
講
料　
無
料

※
テ
キ
ス
ト
代
と
訓
練
生
総
合
保
険
料（
任

意
）は
自
己
負
担

◎
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
出
水

　
☎（
62
）０
６
８
５

　
県
立
宮
之
城
高
等
技
術
専
門
校

　
☎（
53
）０
２
０
７

子
育
て
支
援
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト

　
県
で
は
、妊
娠
や
出
産
、子
育
て
支
援
に
関

す
る
情
報
を
検
索
で
き
る
鹿
児
島
県
子
育
て

支
援
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト「
ゆ
り
か
ご
っ
こ
」を

開
設
し
ま
し
た
。
子
育
て
中
の
か
た
や
こ
れ

か
ら
子
育
て
を
始
め
る
か
た
が
、必
要
な
情

報
に
す
ぐ
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
便
利
な
サ
イ

ト
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
詳
し
く
は
次
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
閲
覧
で

き
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
県
子
ど
も
政
策
課

　
☎
０
９
９（
２
８
６
）２
８
０
０

県
政
モ
ニ
タ
ー
募
集

　
今
後
の
県
政
の
施
策
を
進
め
る
上
で
参
考

と
す
る
た
め
、県
政
モ
ニ
タ
ー
を
次
の
と
お

り
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
鹿
児
島
県
を
よ
り
よ
く
す
る
た
め
、皆
さ
ん

の
意
見
や
提
案
を
聴
か
せ
て
く
だ
さ
い
。

〇
対
象

　
18
歳
以
上
の
県
内
居
住
者
で
、県
政
に
関

心
を
持
ち
、そ
の
推
進
・
向
上
に
協
力
で
き

る
か
た
。
た
だ
し
、次
に
該
当
す
る
か
た
は

除
き
ま
す
。

・
国
ま
た
は
地
方
公
共
団
体
の
議
会
の
議
員

・
常
勤
の
国
家
公
務
員
お
よ
び
地
方
公
務
員

・
過
去
2
期（
4
年
）の
間
に
連
続
し
て
モ
ニ

タ
ー
経
験
者

〇
募
集
期
限　
６
月
13
日（
金
）

〇
応
募
方
法

　
各
地
域
振
興
局
・
支
庁
お
よ
び
各
市
町
村

に
設
置
し
て
い
る
応
募
用
紙
を
利
用
し
、郵

送
ま
た
は
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
に
よ
る
送
付
か
県

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
、県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（
次
の
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
）か
ら
閲
覧
で
き
ま
す
。　

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
県
広
報
課

　
☎
０
９
９（
２
８
６
）２
０
９
３

春
の
農
作
業
事
故
ゼ
ロ
運
動

　
農
作
業
が
盛
ん
に
な
る
４
月
か
ら
６
月
に

「
春
の
農
作
業
事
故
ゼ
ロ
運
動
」を
実
施
中
で

す
。
農
作
業
事
故
の
未
然
防
止
や
安
全
対
策

の
周
知
徹
底
・
強
化
を
図
り
ま
す
。

・
農
業
機
械
の
転
落
・
転
倒
を
防
ぐ
た
め
、ほ

場
周
辺
の
危
険
箇
所
を
確
認
し
、改
善
・
補

強
ま
た
は
回
避
行
動
を
実
施
し
ま
し
ょ
う
。

・
ト
ラ
ク
タ
に
安
全
キ
ャ
ブ
・
安
全
フ
レ
ー

ム
を
装
着
し
、運
転
時
に
は
ヘ
ル
メ
ッ
ト
や

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
着
用
を
徹
底
し
ま
し
ょ
う
。

・農
業
機
械
の
点
検・整
備
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

・
農
業
者（
特
に
高
齢
農
業
者
）へ
、家
族
や
知

人
か
ら
の「
声
か
け
」を
行
い
ま
し
ょ
う
。

・
こ
ま
め
に
休
憩
や
水
分
補
給
を
行
う
な
ど
、

熱
中
症
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

・
無
人
航
空
機
の
接
触
事
故
防
止
の
た
め
作
業

前
に
障
害
物
や
風
向
き
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
県
経
営
技
術
課
技
術
環
境
係

　
☎
０
９
９（
２
８
６
）３
１
５
５

里
親
を
募
集
し
て
い
ま
す

　
県
で
は
、子
ど
も
の
養
育
に
理
解
と
熱
意
、

そ
し
て
子
ど
も
に
対
す
る
豊
か
な
愛
情
が
あ

る
か
た
を
里
親
と
し
て
認
定･

登
録
し
、保
護

を
必
要
と
す
る
子
ど
も
の
養
育
を
お
願
い
し

て
い
ま
す
。
里
親
と
は
、さ
ま
ざ
ま
な
事
情

に
よ
り
家
族
と
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
な
く

な
っ
た
子
ど
も
を
自
ら
の
家
庭
に
温
か
く
迎

え
入
れ
、愛
情
と
真
心
を
込
め
て
養
育
し
て

く
れ
る
か
た
の
こ
と
で
す
。

  

里
親
に
な
る
に
は
、特
別
な
資
格
な
ど
は
必

要
あ
り
ま
せ
ん
が
、知
事
か
ら
里
親
と
し
て

認
定
さ
れ
、登
録
さ
れ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
里
親
支
援
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
９
９
３（
76
）８
８
０
０

虐
待
と
思
っ
た
ら
す
ぐ
電
話

　

児
童
相
談
所
虐
待
対
応
ダ
イ
ヤ
ル｢

１
８
９(

い
ち
は
や
く)｣

へ
か
け
る
と
、居
住

地
域
の
児
童
相
談
所
に
つ
な
が
り
ま
す
。

〇
電
話
番
号　

｢

１
８
９｣

(

い
ち
は
や
く)

〇
受
付
時
間　
３
６
５
日
、24
時
間
対
応

〇
通
話
料　
無
料

※
一
部
の
Ｉ
Ｐ
電
話
か
ら
は
つ
な
が
り
ま
せ
ん
。

※
連
絡
は
匿
名
で
行
う
こ
と
も
可
能
で
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
県
子
ど
も
福
祉
課

　
☎
０
９
９（
２
８
６
）２
７
７
１

Ｈ
Ｉ
Ｖ
検
査
普
及
週
間

　
6
月
1
日（
日
）か
ら
7
日（
土
）は「
Ｈ
Ｉ
Ｖ

検
査
普
及
週
間
」と
し
て
、国
民
の
Ｈ
Ｉ
Ｖ
や

エ
イ
ズ
に
対
す
る
関
心
を
喚
起
し
、Ｈ
Ｉ
Ｖ
感

染
の
予
防
や
早
期
発
見
を
図
る
た
め
、全
国
的

に
普
及
啓
発
の
取
組
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　
期
間
中
、県
内
の
保
健
所
で
は
、休
日
や
平

日
夜
間
に
Ｈ
Ｉ
Ｖ
検
査
を
実
施
し
て
お
り
ま

す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
県
感
染
予
防
対
策
課

　
☎
０
９
９（
２
８
６
）２
７
２
４

放
送
大
学
入
学
生
募
集

　
放
送
大
学
で
は
、10
月
入
学
生
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

　
幅
広
い
世
代
の
８
万
４
千
人
以
上
の
学
生

が
、大
学
卒
業
や
学
び
の
楽
し
み
な
ど
多
様

な
目
的
で
学
ん
で
い
ま
す
。

　

心
理
学
・
自
然
科
学
な
ど
３
０
０
以
上

の
授
業
科
目
が
あ
り
、テ
レ
ビ
や
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
１
科
目
か
ら
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　
資
料
は
、次
の
問
い
合
わ
せ
先
に
請
求
し

て
く
だ
さ
い
。

〇
出
願
期
限

　
第
１
回　
８
月
29
日（
金
）

　
第
２
回　
９
月
11
日（
木
）

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
放
送
大
学
鹿
児
島
学
習
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
９
９（
２
３
９
）３
８
１
１
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４
月
８
日
、
町
内
の
小
中
学
校
に
転
入
し
て
き
た

教
職
員
を
対
象
に
令
和
７
年
度
転
入
学
校
職
員
宣
誓

式
が
、
指
江
支
所
大
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
度
新
た
に
52
人
の
教
職
員
が
小
中
学
校
に

転
入
し
ま
し
た
。
転
入
者
を
代
表
し
て
、
川
床
小

学
校
の
石
塚
愛
子
教
諭
（
写
真
）
が
「
職
務
と
そ

の
責
任
を
自
覚
し
、
誠
実
か
つ
公
正
に
職
務
を
執

行
し
ま
す
」
と
宣
誓
。
城
川
内
小
学
校
の
廣ひ
ろ
し
留

美
校
長
は
「
石
積
み
と
花
の
町
で
、
一
つ
ひ
と
つ

石
を
積
む
よ
う
に
丁
寧
な
教
育
を
心
掛
け
、
チ
ー

ム
長
島
で
関
係
者
と
大
輪
の
花
を
咲
か
せ
ら
れ
る

よ
う
頑
張
り
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

令
和
７
年
度
転
入
学
校
職
員
宣
誓
式

石
積
み
と
花
の
町
で
頑
張
り
た
い

　
４
月
５
日
、日
本
マ
ン
ダ
リ
ン
セ
ン
タ
ー
で「
九

州
和
ハ
ー
ブ
サ
ミ
ッ
ト
」
が
日
本
和
ハ
ー
ブ
協
会

（
東
京
都
）
主
催
で
開
催
さ
れ
、
県
内
外
の
愛
好

家
ら
63
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
協
会
は
、
日
本
で
古
く
か
ら
使
わ
れ
て
き
た
植

物
の
活
用
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　
サ
ミ
ッ
ト
で
は
、協
会
の
古
谷
暢ま
さ
き基
理
事
長
が
、

ア
オ
モ
ジ
や
島
ミ
カ
ン
な
ど
町
に
自
生
す
る
香
り

の
良
い
植
物
と
調
理
例
を
紹
介
し
「
長
島
は
ハ
ー

ブ
が
豊
富
。
自
生
す
る
素
材
を
活
用
す
る
と
地
域

お
こ
し
が
推
進
で
き
る
の
で
は
」と
話
し
ま
し
た
。

日
本
マ
ン
ダ
リ
ン
セ
ン
タ
ー
で
九
州
和
ハ
ー
ブ
サ
ミ
ッ
ト

ア
オ
モ
ジ
や
島
ミ
カ
ン
は
和
ハ
ー
ブ

　
３
月
30
日
、
蔵
之
元
自
治
公
民
館
で
、
長
島
町

ひ
と
り
親
寡
婦
福
祉
会
「
す
い
せ
ん
の
会
」
が
地

域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
民
生
委
員
、
社
会
福
祉
協
議

会
と
協
力
し
て
「
み
ん
な
の
食
堂‘

す
い
せ
ん
の

花’

」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
か
ご
し
ま
子
ど
も
食
堂
支
援
セ

ン
タ
ー
「
た
く
し
て
」
の
協
力
に
よ
り
キ
ッ
チ
ン

カ
ー
で
作
る
ラ
ー
メ
ン
が
提
供
さ
れ
、
訪
れ
た
約

１
０
０
人
が
魚
介
ス
ー
プ
と
モ
チ
モ
チ
食
感
の
縮

れ
麺
の
お
い
し
い
ラ
ー
メ
ン
を
堪
能
。
山
嵜
重じ
ゅ
う
ぞ
う蔵

君
（
蔵
之
元
小
３
年
）
は
「
濃
い
醤
油
味
で
つ
る

つ
る
の
麺
。
と
て
も
美
味
し
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

み
ん
な
の
食
堂‘

す
い
せ
ん
の
花’

み
ん
な
の
食
堂
で
ラ
ー
メ
ン
を
提
供

　
４
月
７
日
、
町
内
の
小
学
校
７
校
と
中
学
校
５

校
で
入
学
式
が
あ
り
ま
し
た
。
令
和
７
年
度
の

新
入
生
は
、
小
学
生
97
人
、
中
学
生
88
人
の
計

１
８
５
人
で
す
。

　
蔵
之
元
小
学
校
（
中
村
勲
校
長・39
人
）
で
は
、

保
護
者
ら
が
見
守
る
中
５
人
が
入
学
し
ま
し
た
。

　
中
村
校
長
は
「
皆
さ
ん
の
入
学
を
楽
し
み
に
し

て
い
ま
し
た
。
学
校
生
活
を
楽
し
く
す
る
た
め
に

自
分
で
で
き
る
こ
と
を
増
や
し
ま
し
ょ
う
」
と
新

入
生
を
歓
迎
し
ま
し
た
。

　
小
場
葵あ
お
と翔
君
は
「
勉
強
が
楽
し
み
。
鍛た
ん
れ
ん
ざ
か

錬
坂
も

登
っ
て
み
た
い
」
と
笑
顔
で
話
し
ま
し
た
。

小
中
学
校
入
学
式

自
分
で
で
き
る
こ
と
を
増
や
そ
う
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４
月
11
日
、
川
床
中
学
校
（
秦
一
成
校
長・48
人
）

で
、
２
、３
年
生
を
対
象
に
ブ
ロ
ッ
ク
玩
具
を
使
っ

た
平
和
学
習
が
３
人
の
講
師
を
招
い
て
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
こ
れ
は
「
平
和
に
つ
い
て
考
え
、
ど
の
よ
う

に
行
動
し
て
い
く
べ
き
な
の
か
」
と
い
う
視
点
を
養

い
、「
私
は
」
を
主
語
に
、
身
近
な
問
題
と
し
て
捉

え
て
い
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
日
本
国
際
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
（
東
京
都
）

の
木
村
万
里
子
さ
ん
の
講
話
で
は
、
２
０
２
０
年

か
ら
24
年
ま
で
に
行
っ
た
イ
ス
ラ
ム
圏
の
支
援
活

動
の
経
験
を
紹
介
し
ま
し
た
。社
会
福
祉
士
で
フ
ァ

シ
リ
テ
ー
タ
―
の
横
井
裕
子
さ
ん
指
導
の
も
と
生

徒
ら
は
、
木
村
さ
ん
の
講
話
を
聞
い
て
感
じ
た
思

い
を
ブ
ロ
ッ
ク
で
表
現
。
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
の
本
園
大
介
さ
ん
が
学
習
中
の
講
話
や

生
徒
の
発
表
を
イ
ラ
ス
ト
に
ま
と
め
ま
し
た
。

　
こ
の
ブ
ロ
ッ
ク
に
は
、
言
葉
だ
け
で
は
う
ま
く

説
明
で
き
な
い
こ
と
を
、
手
を
動
か
し
な
が
ら
自

分
の
考
え
を
形
に
で
き
る
特
性
が
あ
り
、
創
作
の

中
で
、
見
え
て
く
る
こ
と
や
生
ま
れ
る
対
話
が
あ

り
ま
す
。
生
徒
ら
は
、
ブ
ロ
ッ
ク
で
形
に
し
た
施

設
や
レ
ス
キ
ュ
ー
車
、
食
料
支
援
な
ど
そ
れ
ぞ
れ

の
作
品
を
手
に
持
っ
て
、
講
話
か
ら
感
じ
た
こ
と

を
話
し
合
い
ま
し
た
。

　
３
年
生
の
松
原
昂こ
う
き生
さ
ん
は
「
普
段
深
く
考
え

な
い
戦
争
に
つ
い
て
考
え
る
き
っ
か
け
に
な
っ

た
。
ブ
ロ
ッ
ク
は
、
戦
争
で
壊
れ
た
家
を
再
建
し

た
い
気
持
ち
で
組
み
立
て
た
」
と
話
し
ま
し
た
。

川
床
中
学
校
で
平
和
学
習
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

「
平
和
に
つ
い
て
」
を
自
分
ご
と
に

夢
追
い
長
島
花
フ
ェ
ス
タ
「
重
機
試
乗
体
験
」

迫
力
の
建
設
重
機

　
４
月
13
日
、
夢
追
い
長
島
花
フ
ェ
ス
タ
会
場
で

重
機
試
乗
体
験
を
町
建
友
会
（
宮
脇
徳
仁
会
長
）

が
実
施
し
ま
し
た
。
参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
は
、

普
段
触
れ
る
こ
と
の
な
い
重
機
を
操
作
す
る
こ
と

で
建
設
重
機
の
迫
力
や
楽
し
さ
を
体
感
し
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
、
高
所
作
業
車
２
台
と
バ
ッ
ク
ホ
ウ

２
台
、タ
イ
ヤ
シ
ョ
ベ
ル
１
台
を（
有
）南
国
リ
ー

ス
が
、10
ト
ン
ダ
ン
プ
１
台
を
同
会
会
員
の
（
有
）

田
渕
組
が
準
備
し
ま
し
た
。

　
宮
脇
会
長
は
「
体
験
を
通
し
て
、
子
ど
も
達
に

建
設
業
へ
興
味
を
持
っ
て
も
ら
え
た
ら
」
と
話
し

ま
し
た
。

交
通
安
全
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
「
ア
オ
サ
作
戦
」

愛
が
あ
ふ
れ
る
鹿
児
島
路

　
４
月
６
日
か
ら
15
日
ま
で
の
10
日
間
、
令
和

７
年
春
の
交
通
安
全
運
動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今

回
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
「
ゆ
ず
り
合
い
愛
が
あ
ふ
れ

る
鹿
児
島
路
」
で
、
交
通
事
故
を
防
止
し
、
安
全

な
道
路
交
通
環
境
を
確
保
す
る
こ
と
を
重
点
と
し

て
い
ま
す
。

　
４
月
14
日
は
、
阿
久
根
地
区
交
通
安
全
協
会
長

島
支
部
の
会
員
や
東
町
漁
協
の
職
員
、
阿
久
根
警

察
署
の
署
員
が
参
加
し
、
事
故
の
未
然
防
止
を
図

ろ
う
と
赤
崎
橋
パ
ー
キ
ン
グ
パ
ー
ク
で
恒
例
の
交

通
安
全
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
「
ア
オ
サ
作
戦
」
を
実
施

し
ま
し
た
。
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４
月
23
日
、
役
場
で
、「
長
島
町
、
東
町
漁
業
協

同
組
合
及
び
鹿
児
島
大
学
水
産
学
部
と
の
包
括
連
携

に
関
す
る
協
定
書
」
の
調
印
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
協
定
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
備
え
る
知
識
や
機
能

と
環
境
、
資
源
の
活
用
を
図
り
、
相
互
に
協
力
を
求

め
る
際
の
必
要
な
基
本
的
事
項
を
締
結
。
赤
潮
発
生

時
の
対
応
策
研
究
な
ど
が
進
め
ら
れ
ま
す
。

　
山
下
伸
吾
組
合
長
（
写
真
左
端
）
は
「
県
は
、
全

国
初
の
デ
ジ
タ
ル
水
産
業
戦
略
拠
点
に
選
ば
れ
、
大

学
と
包
括
連
携
協
定
を
結
ん
だ
の
は
良
い
タ
イ
ミ
ン

グ
」と
あ
い
さ
つ
。
小
谷
知
也
副
学
部
長（
同
右
端
）

は
「
新
た
な
ス
タ
ー
ト
と
な
り
、
町
と
同
組
合
の
た

め
に
尽
力
し
た
い
」
と
抱
負
を
語
り
ま
し
た
。

鹿
児
島
大
学
水
産
学
部
と
包
括
連
携
協
定

水
産
振
興
の
た
め
の
連
携
強
化

　
４
月
18
日
、
行
政
相
談
員
を
３
月
で
退
任
さ
れ

た
下
平
隆
康
さ
ん
（
矢
堂
・
写
真
右
）
に
総
務
大

臣
か
ら
感
謝
状
が
贈
ら
れ
、
鹿
児
島
行
政
監
視
行

政
相
談
セ
ン
タ
ー
髙
橋
寧や
す
し
所
長
か
ら
伝
達
さ
れ

ま
し
た
。
下
平
さ
ん
は
、
平
成
23
年
か
ら
令
和
６

年
ま
で
の
14
年
間
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
対
す
る
住
民

の
相
談
を
受
け
、
そ
の
解
決
に
向
け
た
業
務
に
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
尽
力
し
「
皆
さ
ん
の
指
導
と

協
力
の
お
か
げ
で
続
け
る
こ
と
が
で
き
た
」
と
話

し
ま
し
た
。

　
後
任
の
相
談
員
に
は
、立
山
茂
盛
さ
ん
（
浦
底・

同
左
）
が
着
任
し
ま
し
た
。

下
平
さ
ん
行
政
相
談
員
退
任

皆
さ
ん
の
お
か
げ
で

ブ
リ
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
木
の
お
も
ち
ゃ
を
配
布

子
ど
も
が
喜
ぶ
手
触
り

　
４
月
16
日
、
町
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
開
催
し

た
２
カ
月
母
子
相
談
に
訪
れ
た
親
子
に
町
か
ら
、

特
産
で
あ
る
ブ
リ
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
木
製
の
ガ
ラ

ガ
ラ
お
も
ち
ゃ
を
手
渡
し
ま
し
た
。

　
森
林
環
境
譲
与
税
を
活
用
し
た
事
業
で
、
町
産

ヒ
ノ
キ
間
伐
材
を
使
用
し
、90
個
製
作
し
ま
し
た
。

小
さ
い
頃
か
ら
、
木
に
ふ
れ
あ
う
こ
と
で
豊
か
な

感
性
や
木
材
、
地
域
へ
の
愛
着
を
育
ん
で
も
ら
う

こ
と
を
目
的
と
し
て
、
今
後
も
同
相
談
時
に
配
布

し
ま
す
。
上
文あ
や
か香
さ
ん
（
蔵
之
元
）
は
「
子
ど
も

も
喜
び
そ
う
な
手
触
り
。
あ
や
す
時
に
使
っ
て
み

た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。
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み
か
ん
ク
ッ
キ
ン
グ
ｉ
ｎ
東
京
　
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
渋
谷
日
和
さ
ん
が
、
４

月
13
日
に
東
京
都
文
京
区
千
駄
木
で
「
み
か
ん

ク
ッ
キ
ン
グ
ｉ
ｎ
東
京
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
か
ん
き
つ
ソ
ム
リ
エ
の
資
格
を
持
つ

「
み
か
ん
ち
ゃ
ん
」
こ
と
渋
谷
さ
ん
が
、
温
州
ミ

カ
ン
発
祥
の
地
で
、
日
本
マ
ン
ダ
リ
ン
セ
ン
タ
ー

が
あ
る
長
島
町
の
ミ
カ
ン
の
魅
力
を
味
わ
い
、
楽

し
み
な
が
ら
体
感
し
て
ほ
し
い
と
企
画
し
た
イ
ベ

ン
ト
で
す
。
過
去
に
は
、
町
内
や
さ
つ
ま
町
で
も

実
施
。
今
回
、
渋
谷
さ
ん
の
地
元
で
あ
る
東
京
で

の
初
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　
イ
ベ
ン
ト
に
は
、
未
就
学
児
か
ら
大
人
ま
で
18

人
が
参
加
し
大
盛
況
。
町
産
の
か
ん
き
つ
数
種
類

を
食
べ
比
べ
な
が
ら
、ミ
カ
ン
の
ク
イ
ズ
や
授
業
、

サ
ワ
ー
ポ
メ
ロ
の
む
き
方
や
皮
の
デ
コ
レ
ー
シ
ョ

ン
を
工
夫
す
る
ピ
ー
ル
ア
ー
ト
に
も
挑
戦
し
ま
し

た
。

　
東
京
の
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
、
か
ん
き
つ
畑

の
様
子
は
新
鮮
に
映
り
、
収
穫
直
前
の
た
わ
わ
に

実
っ
た
不
知
火
の
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
の
映
像
を
流

す
と
歓
声
が
上
が
り
ま
し
た
。
参
加
者
か
ら
は
、

か
ん
き
つ
を
食
べ
な
が
ら
「
か
ん
き
つ
は
こ
ん
な

に
甘
い
の
か
。
と
っ
て
も
美
味
し
い
」
と
感
動
の

声
や
、「
子
ど
も
に
長
島
町
の
自
然
や
一
次
産
業

を
体
験
さ
せ
た
い
」
と
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

　
東
京
出
身
で
長
島
町
へ
移
住
を
し
た
渋
谷
さ
ん

と
直
接
交
流
が
で
き
た
こ
と
で
、
参
加
者
は
か
ん

き
つ
だ
け
で
は
な
く
、
長
島
町
に
よ
り
一
層
の
興

味
を
持
つ
き
っ
か
け
と
な
り
ま
し
た
。

　
渋
谷
さ
ん
は
「
ま
ず
、
自
分
が
大
好
き
な
か
ん

き
つ
の
魅
力
を
、
長
島
か
ら
遠
く
離
れ
た
場
所
で

も
共
有
で
き
て
う
れ
し
か
っ
た
。『
酸
っ
ぱ
い
か

ら
』『
手
で
む
け
な
い
か
ら
』
と
の
理
由
で
食
べ

る
機
会
が
減
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
か
ん
き
つ
も
、

み
ん
な
で
一
緒
に
食
べ
た
り
、
ピ
ー
ル
ア
ー
ト
と

し
て
楽
し
ん
だ
り
す
る
こ
と
で
、
子
ど
も
た
ち
が

自
ら
進
ん
で
食
べ
て
く
れ
る
と
い
う
学
び
が
あ
っ

た
。
今
後
も
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
、
マ
ン
ダ
リ
ン

セ
ン
タ
ー
か
ら
全
国
に
ミ
カ
ン
好
き
の
子
ど
も
を

増
や
し
て
い
き
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

長島の柑橘類を紹介する渋谷さん（左端から３人目）長島の柑橘類を紹介する渋谷さん（左端から３人目）

参加者と作ったピールアート参加者と作ったピールアート
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ぶっちゃけ相続 チャレンジミッケ！⑫おば
けだよ

著／橘　慶太

相続は「お金持ちだけの問題」で
はありません

この本全部がかくれんぼ。
ページをめくってさがしてみよ
う。
リズムにのって、さあミッケ！

終
活
を
せ
ん
と
出
で
こ
し
ア
ル
バ
ム
の
母
に
抱
か
れ
し
吾
懐
か
し
も

季と
き

至
り
今
年
も
海
棠
芽
吹
き
た
り
あ
さ
朝
眺
む
生
き
ゐい

る
あ
か
し

川
に
添
ふ
湿
田
に
小
鴨
数
十
羽
わ
が
見
る
時
に
こ
ぞ
り
飛
び
立
つ

蜃
気
楼
沖
の
市
街
を
船
よ
ぎ
る

ブ
ラ
ン
ド
の
馬
鈴
薯
植
ゑ
て
島
に
生
く

鍬
置
い
て
沖
に
祈
り
を
三
・
一
・
一

鶴
引
き
て
圃
場
の
広
さ
新
た
な
る

瀬
渡
し
の
軋
む
岸
壁
春
の
潮

倒
木
に
潤
ぶ
茸
や
春
の
雪

ふ
た
り
し
て
畑
の
隅
ま
で
馬
鈴
薯
植
う

掃
除
機
に
追
ひ
立
て
ら
れ
て
四
月
馬
鹿

春
潮
に
白
い
航
跡
フ
エ
リ
ー
ゆ
く

春
の
雪
農
事
出
来
ず
の
骨
休
め

而じ
こ
ん今
な
る
吾
子
の
課
題
や
三
月
来

淵
脇
　
　
護

大
堂
　
早
苗

二
階
堂
妙
子

白
男
川
孝
仁

関
　
佳
代
美

迫
口
　
君
代

山
嵜
加
代
子

二
階
堂
恵
子

大
堂
　
正
弘

関
　
喜
久
雄

坂
口
　
　
子

小
林 

　
貢

中
仮
屋
辰
子

後
藤
ヨ
シ
エ

町
田
末
則

母
木
良
平

川
島
輝
文

坂
之
下
典
子

中
山
タ
マ
エ

米
尾
和
子

ハ
エ
叩
き
シ
ュ
ロ
の
葉
編
む
母
手
製
少
し
重
目
も
ビ
シ
ヤ
リ
音
す

芽
吹
き
た
る
樹
々
の
め
ぐ
り
は
和
ら
ぎ
て
雨
の
上
が
り
し
朝
庭
に
立
つ

う
つ
む
き
て
慎
ま
し
く
咲
く
蛍
草
う
す
紫
の
衣
こ
ろ
も
か
つ被
ぎ
て

難む
ず
か
し
い
ね
良よ

い
事こ
と
な
す
の
分わ
か
ら
な
い
自じ
ぶ
ん
ひ
と

分
人
に
好す

く
好す

か
れ
る
人ひ
と
に
な
る

は
ら
は
ら
と
春
の
花
び
ら
廃
校
に
静
け
き
ま
ま
に
咲
き
散
る
さ
く
ら

庭
に
来
た
奇
妙
な
鳥
に
有
頂
天
ス
マ
ホ
で
調
べ
知
る
ヤ
ツ
ガ
シ
ラ

ウォルター・ウィック／作
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個
人
情
報
の
た
め
掲
載
し
て
い
ま
せ
ん
。

編
集
後
記

▽
バ
レ
イ
シ
ョ
収
穫
の
最

盛
期
と
な
り
ま
し
た
。
息

子（
２
歳
）の
通
う
保
育
園

の
お
散
歩
コ
ー
ス
に
は
、

私
の
父
が
バ
レ
イ
シ
ョ
を

作
る
畑
が
あ
り
ま
す
。
同

保
育
園
の
バ
ス
運
転
手
で

勤
務
す
る
父
は
、園
児
達

が
畑
の
前
を
通
る
と
手
を

降
り
ま
す
。
園
児
達
も
バ

ス
の
お
じ
ち
ゃ
ん
を
見
つ

け
て
大
声
で
手
を
振
り
返

し
て
く
れ
て
い
ま
す
。
が
、

孫
は
、さ
っ
と
右
手
を
軽

く
上
げ
、す
ぐ
に
そ
っ
ぽ

を
向
い
て
通
り
過
ぎ
て
行

く
そ
う
で
す
。
孫
が
自
分

に
懐
い
て
い
な
い
と
嘆な
げ
い

て
い
ま
し
た
。大

西　
洋
介
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道
の
駅
黒
之
瀬
戸
だ
ん
だ
ん
市
場
に
隣
接
す
る
「
う

ず
し
お
パ
ー
ク
」
の
東あ
ず
ま
や屋
に
３
月
下
旬
か
ら
４
月
上
旬

に
か
け
て
、
フ
ジ
の
花
が
満
開
に
咲
き
誇
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
同
駅
が
整
備
さ
れ
る
平
成
22
年
以
前
に
植

え
付
け
ら
れ
た
と
言
わ
れ
て
お
り
、
東
屋
と
併
設
さ
れ

て
い
る
藤
棚
を
15
年
以
上
の
歳
月
を
か
け
て
覆
い
つ
く

す
ほ
ど
の
大
き
さ
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
周
辺
に
は
、
フ
ジ
の
花
特
有
の
甘
い
香
り
が
漂
い
、

花
の
蜜
を
求
め
て
、
ミ
ツ
バ
チ
が
元
気
に
飛
び
交
っ
て

い
ま
す
。

　
パ
ー
ク
で
は
、
眼
下
に
広
が
る
黒
之
瀬
戸
の
渦
潮
が

注
目
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
時
季
の
東
屋
に
咲
き
誇

る
フ
ジ
の
花
も
ま
た
心
引
か
れ
る
町
の
名
ス
ポ
ッ
ト
と

な
っ
て
い
ま
す
。

う
ず
し
お
パ
ー
ク
の
隠
れ
た
名
ス
ポ
ッ
ト



月
日 月 火 水 木 金 土

当番医の利用は急患に限ります。ご協力ください。

※行事予定・当番医等は都合により変更される場合があります。（○休日当番医、□休日当番薬局、◇小児当番医 10 時～正午）

２０２５６

１３ １４８ １１ １２

２０ ２１１５ １６ １８ １９

２７ ２８２２ ２３ ２４ ２５ ２６

２９ ３０

６５

１７

９ １０

３ ４ ７

７／３

２

７／２

１

７／４７／１ ７／５

　　　　　　　　　

〇鷹巣診療所 86-0054
〇恒吉医院 82-0048
〇しみずこども医院 68-0633
〇福田クリニック 79-3775
◇しみずこども医院 68-0633
□すくすく薬局 72-5010
□長島調剤薬局 64-5555

■燃やせるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

■燃やせるごみ
（城川内・指江・下山門野）

（山門野・川床・浦底）
（獅子島）

◎妊婦と家族のファミリー講座
　　（保健福祉センター）

■資源ごみ・燃えないごみ
　（平尾・蔵之元・川内）
　　　　　（鷹巣・諸浦）
■資源ごみ

（獅子島）

◎乳児健診
　　（保健福祉センター）

■燃やせるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

■燃やせるごみ
（城川内・指江・下山門野）

（山門野・川床・浦底）
（獅子島）

〇平尾診療所 88-2595
〇三慶医院 63-2333
〇いまむらクリニック 73-1700
〇福田クリニック 79-3775
◇出水総合医療センター 67-1611
□タカラ調剤薬局 62-8813
□市民調剤薬局 68-0150
□そうごう薬局 64-8161

　　　　　　

■燃やせるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■燃えないごみ

（獅子島）

■燃やせるごみ
（城川内・指江・下山門野）

（山門野・川床・浦底）
（獅子島）

　

■資源ごみ・燃えないごみ
（城川内・指江・下山門野）

　（山門野・川床・浦底）

◎１歳６カ月児健診
　　（保健福祉センター）

■燃やせるごみ・天ぷら油
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

■燃やせるごみ
（城川内・指江・下山門野）

（山門野・川床・浦底）
（獅子島）

■天ぷら油
（城川内・指江・下山門野）

（山門野・川床・浦底）

〇鷹巣診療所 86-0054
〇平田整形外科クリニック 62-8801
〇山田クリニック 72-0420
〇福田クリニック 79-3775
◇こどもクリニック永松 64-1500
□ひまわり薬局 62-6070
□よつば薬局 79-4331
□長島調剤薬局 64-5555
□かしま薬局 63-3970

■燃やせるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
�

■資源ごみ・燃えないごみ
　（平尾・蔵之元・川内）
　　　　　（鷹巣・諸浦）
■資源ごみ
　　　　　　　（獅子島）

◎母子相談（２カ月）
　　（保健福祉センター）

■燃やせるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

■燃やせるごみ
（城川内・指江・下山門野）

（山門野・川床・浦底）
（獅子島）

■天ぷら油
（獅子島）	

〇長島クリニック 88-6405
〇さくら通りクリニック 62-2311
〇北国医院 72-0016
〇福田クリニック 79-3775
◇にのみやこどもクリニック 62-0167
□さくらんぼ薬局 68-7000
□さすえ薬局 88-6011
□出水マリンバ薬局 63-8601

■燃やせるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■燃えないごみ

（獅子島）

■燃やせるごみ
（城川内・指江・下山門野）

（山門野・川床・浦底）
（獅子島）

■資源ごみ・燃えないごみ
（城川内・指江・下山門野）

　（山門野・川床・浦底）
■びん・有害
　　　　　　　（獅子島）

◎幼児歯科検診
　　（保健福祉センター）

　　　　　　　　

■燃やせるごみ・天ぷら油
　（平尾・蔵之元・川内）
　　　　　（鷹巣・諸浦）

　　　　　

■燃やせるごみ
（城川内・指江・下山門野）

　（山門野・川床・浦底）
　　　　　　　（獅子島）
■天ぷら油

（城川内・指江・下山門野）
　（山門野・川床・浦底）
　　　　　　

〇鷹巣診療所 86-0054
〇わかすぎ皮フ科クリニック 64-1313
〇阿久根眼科 72-0040
〇福田クリニック 79-3775
◇出水総合医療センター 67-1611
□オレンジ薬局 79-3972
□高松薬局 73-4022
□長島調剤薬局 64-5555
□会営薬局 64-8280

■燃やせるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

■燃やせるごみ
（城川内・指江・下山門野）

（山門野・川床・浦底）
（獅子島）
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